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Summary : Development of components of high-versatility materials which can be commonly used both in 

products for civil engineering and construction material utilizing Sugi (Japanese cedar) posts from 

Yamanashi Prefecture， was carried out. The shape of the component edge could be divided into four gen 

eral classifications. The components are joined using bolts or tapping， but the shapes of holes to attach 

these come in 3 types. The components could be joined together in 8 different ways. With these compo­

nents， tables and benches， pergolas， no entry fences， support fences， unit-type deck pieces， and leaf litter 

boxes could be trial produced. By using these components， it was demonstrated that various products for 

civil engineering and construction could be manufactured. 

要旨:山梨県産のスギ柱材を利用して土木・建築用製品に共通して利用できる汎用性の高い部材の開発を行っ

た。 部材の端部の形状は大別して4種類とした。 部材同士の接合はボルトとタッピングを使用して行うが、 こ

れらを取り付ける穴の形状は3種類とした。 部材同士の接合は8種類の方法で行った。 これらの部材を利用し

て、 テーブル・ ベンチ、 藤棚、 進入防止柵、転落防止柵、 ユニット式デッキの一部分、溶ち葉入れなどが試作

できた。 これの部材を用いることによって、 いろいろな土木・建築用製品を製作することが可能であることが

実証できた。
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1 はじめに

山梨県産の スギ住材を利用して土木・建築用製品に共

通して利用できる汎用性の高い部材の開発を行い、 いろ

いろな土木・建築用製品に利用できることを実証する。

とし、 大別するとFig.1に示すT1-T4の4種類とな

る。 ただし、 欠け部分の長さDは製品により任意とした。

T1は105mm角の柱材を原形 で使用し、T4は105mm

角の柱材を帯鋸盤で半割りにし、 プレーナーで厚さ50

mmに仕上げている。T 2は1/2厚さ方向にL字形に欠

き、T 3は1/3 厚さ方向にL字形に欠きを施した形状で

ある。

2 部材の仕様

材料は山梨県産の背割り無しスギ住材を用い、 これを

高温で人工乾燥し、 仕上げす法を105mm X 105 mm X 

2.2 部材の端部の形状

部材の端部は帯鋸盤・丸鋸盤で加工できる簡易な形状

2.3 部材の接合用穴の形状

部材同士の接合 はボルトとタッピングを利用して行う

が、 こ れらを取り付ける穴はFig.2に示すような

H1-H 3の 3種類とした。

2.4 接合用ポル卜とタッピング

部材同士の接合には亜鉛メッキボルトM10x200mm、

M 10XlQOmm、 と亜鉛メッキ寸切り ボルトM10x320 

本研究は、 山梨県森林総合研究所試験研究課題「県産材による土木・建築用製品の部材開発」によって行われた。
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備考|長さ方向の切り込み深さDは部材により異なる。

Fig.1 部材の端部の形状
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mm、MI0x 840-860 mmを使用した。 タッピングはス

テンレス製の5 X75mm、5 X 100mmを利用した。

2.5 接合方法
部材同土の接合方法はFig.3に示すA-Hの8種類

の方法で行った。

2.6 加工方法
部材の加工はFig.4 に示すようにドリル ・帯鋸盤・

丸鋸盤・トリマーなどの一般的な木工機械を使用して行っ

た。 まず材料の住材にドリルで穴を聞け(Fig.4の①)、

丸鋸盤で横方向の切り込みを入れ縦方向の縁を切り

(Fig.4の②)、 帯鋸盤で縦方向に切り込みを入れiL字

形の欠き」を作る(Fig.4の③)。 最後に角をトリマー

にボーズ面のビットを取り付け必要なところを面取りを

する(Fig.4の④)。
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Fig.4 部材の加工方法
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2.7 防腐処理

加工後の部材は市販の木材防腐剤を3回刷毛塗りした。

3 試 作 品

3. 1 テーブル・ ベンチ

試作品のテーブル ・ ベンチをFig.5に示す。 6章に

製品寸法(Fig.32)と部材表(Fig.33)を示す。 テーブ

ルの甲板の寸法は1780mm X 846 mmで 高さが地面か

ら700mmである。 ベンチの座板の寸法は1780mmX 

722mmで高さが地面から400mmである。Fig.5 の製

品一式で住材は19本必要となるO

Fig.5 試作品のテーブルペンチ

3.2 藤 棚

試作品の藤棚 をFig. 6に示す。 6 章 に 製 品 寸 法

(Fig.34)と部材表(Fig.35)を示す。 平面上 の最大寸

法は3000mm X 3000 mmで、棚の上部が地面から 2347. 5

mmである。Fig. 6の製品で住材は 20本必要となる。

Fig.6 試作品の藤棚

3.3 進入防止柵

試作品の進入防止柵をFig.7に示す。 6章に製品寸

法(Fig.36)と部材表(Fig.37)を示す。 サイズはS、

M、 Lの3種類を用意した。 長さはそれぞれ1.480、

1.780、2，980mmである。 地面から柵の横架材までの高

さは各サイズ共通で 550mmである。 柵は隣接の柵と

は連結しておらず数センチメートル程度離して設置して

いる。 このため緩やかな傾斜やカーブがある場所にもあ

る程度柔軟に設置できる。 この製品の場合、Sサイズは

2本、MとLサイズは3本柱材が必要となる。

Fig.7 試作品の進入防止柵

3.4 転落防止柵

試作品の転落防止柵をFig. 8に示す。 6章に製品寸

法(Fig.38)と部材表(Fig.39)を示す。 基本的 な構造

は進入防止柵と同じであるが、横架材が 2段になってい

る。 試作品にはS、M 、Lの3 サイズを用意した。 長さ

は1，480、1，780、2，980mmである。 地面から柵の上段

の横架材までの高さは各サイズ共通で 850mmである。

柵は隣接の柵とFig. 9 のように鎖で連結している。 こ

のため比較的自由に旋回でき、緩やかな傾斜やカーブが

ある場所にもある程度柔軟に設置できる。 連結 部分は例

外的にこの製品固有の加工を施している。 転落防止柵は、

Sサイズは3本、MとLサイズは 4本柱材が必要となる。

Fig.8 試作品の転落防止柵
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連結部分とその拡大悶

Fig.9 転落防止柵の連結部分

3.5 デッキ

試作品のユニット式デッキの一部をFig.10に示す。

6章に製品寸法(Fig.40)と部材表(Fig.41)を示す。

試作品は3 x 3ユニットのデッキの右前方1ユニットを

作製した。Fig.10はこの 1ユニットを後方から撮影した

写真である。Fig.10の製品で住材は28本必要となる。

Fig.10 試作品のユニット式デッキの一部

3.6 落ち葉入れ

試作品の落ち葉入れをFig.l1に示す。 6章に製品寸

法(Fig.42)と部材表CFig.43)を示す。 側面は一辺

810mmで、 六角 柱の構造をしており、角材を 8段積層

Fig.11 試作品の落ち葉入れ

し高さは840mmである。 扉部分は例外的に この製品

固有の加工を施している。Fig.l1の製品で住材は21本

必要となる。

4 強 度 性 能

4. 1 テーブル・ ベンチ構成部材の強度性能

テーフゃル・ ベンチは甲板と座板が共通であり、 この部

材の強度試験を行った。 強度試験風景をFig.12に、強

度試験方法と結果をFig.13に示す。 試験はスパンが使

用状態と同じ1495mmで、中央集中荷重で行った。 試

料数は5体とした。 荷重 200 kgf を加えた際の中心部の

たわみの平均値は0.32mmで、 破壊荷重 の平均値は

1899 kgfであった。

2穆卿.... 明剛F開W

;緩

Fig.12 テー ブル・ ベンチの甲板・座板の強度試験風景

F 

話料数 F士200kgf
Fmax たわみ

5本 (耐) (kgf) 

平 均 0.32 1899 

最 大 0.38 2464 

最 小 0.25 1542 

Fig.13 テーブル・ベンチの甲板・座板の強度試験方法と結果

4.2 藤棚構成部材の強度性能

藤棚は柱部分( 2方向)と梁部分( 2方向)および梁

部分に 柱の 一部を取り付けた半製品状態の強度試験を

行った。

柱部分の広い面 からの強度試験風景をFig.14に、強

度試験方法と結果をFig.15示す。 試験はスパン2400

mm、 ロードスパン800mm、 シェアスパン800mm の

4点荷重で行った。 試料数は5体とした。 曲げヤング係

数の平均値は6.7 GPa、 曲げ強さの平均値は30. 5 MPa 

となった。
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Fig.14 藤棚柱部分の強度試験風景( 1 ) 

藤棚柱部分の強度試験方法と結果( 1 ) 

住部分の狭い面からの強度試験風景をFig.16に、 強

度試験方法と結果をFig.17示す。 試験はスパン2700

mm、 ロードスパン900mm、 シェアスパン900mmの

4点荷重で行った。 試料数は5体とした。 曲げヤング係

Fig.16 藤棚柱部分の強度試験風景(2 ) 

Fig.17 藤棚柱部分の強度試験方法と結果(2 ) 
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数の平均値は1.8GPa、 曲げ強さの平均値は27.5MPa 

となった。

梁部分の広い面からの強度試験風景をFig.18に、 強

度試験方法と結果をFig.19示す。 試験はスパン2400

mm、 ロードスパン800mm、 シェアスパン800mmの

4点荷重で試料数で行った。 試料数は5体とした。 梁部

分を断面が縦105mmX横315mmの直方体とした場合

の曲げヤング係数の平均値は5.0GPaとなった。

Fig.18 藤棚梁部分の強度試験風景( 1 ) 
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Fig.19 藤棚梁部分の強度試験方法と結果( 1 ) 

梁部分の狭い面からの強度試験風景をFig.20に、 強

度試験方法と結果をFig.21示す。 試験はスパン2700

mm、 ロードスパン900mm、 シェアスパン900mmの

4点荷重で行った。 試料数は5体とした。 梁部分を断面

Fig.20 藤棚梁部分の強度試験風景(2 ) 
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Fig.21 藤棚梁部分の強度試験方法と結果(2)

が縦315mmX横 105mmの直方体とした場合の曲げヤ

ング係数の平均値は0.61 GPaとなった。

半製品状態の強度試験風景をFig.22に、 強度試験方

法と結果をFig.23 示す。 試験はスパンが住間距離の

2400 mmで中央集中荷重で行った。 試料数は5体とし

た。 破壊荷重の平均値は2878 kgfとなった。

Fig.22 藤棚半製品の強度試験風景

試料数 F耐

5本 (kgf) 

平 均 2878 

最 大 3400 

最 小 2380 

Fig.23 藤棚半製品の強度試験方法と結果

4.3 進入防止柵構成部材の強度性能

進入防止柵は柱と横架材の接合付近の強度試験を行っ

た。 強度試験風景をFig.24に、 強度試験方法と結果を

Fig.25示す。 この試験はFig.24の①のように、 住と横

架材の接合付近で横架材が横方向から力fを受けた状態

を想定し、Fig.24の②のよう な方法で試験を行った。 試

料数は5体とした。 破壊荷重の平均値は1499 kgfで

あった。

Fig.24 進入防止柵の柱と横架材の接合付近の強度試験風景

① 

Fig.25 進入防止柵の柱と横架材の接合付近の強度試験方法と結果

4.4 転落防止柵構成部材の強度性能

転落防止柵は進入防止柵と同様に柱と横架材の接合付

近の強度試験とその他に柱に横架材を取り付けた半製品

で強度試験を行った。

前者の強度試験風景をFig.26に、 強度試験方法と結

果をFig.27 示す。 試料数は5体で、 破壊荷重の平均値

は931 kgfであった。

後者の強度試験風景をFig.28に、 強度試験方法と結

果をFig.29 示す。 スパンは柱間距離の2400 mmで中央

Fig.26 転落防止柵の柱と横架材の接合付近の強度試験風景
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Fig.27 転落防止柵の柱と横架材の接合付近の強度試験方法と結果

Fig.28 転落防止柵半製品の強度試験風景

試料数 F同X

5本 (kgf) 

平 均 1785 

最 大 1920 

最 小 1618 

Fig.29 転落防止柵半製品の強度試験方法と結果

集中荷重で行った。 試料数は5体とした。 破壊荷重の平

均値は1785kgfとなった。

4.5 デッキ柵構成部材の強度性能

デッキは甲板の強度試験を行った。 強度試験風景を

Fig.30 に、 強度試験方法と結果をFig.31に示す。 試験

はスパンが使用状態と同じ642mmで、 中央集中荷重

で行った。 試料数は5体とした。 荷重300 kgfを加えた

際の中心部のたわみの平均値は1.93 mmで、 破壊荷重

の平均値は1342kgfであった。

Fig.30 デッキ甲板の強度試験風景

F 

試料数 F=3∞kgf 
F間Xたわみ

5本 (1I11l) (kgf) 

平 均 1. 93 1342 

最 大 2.21 1639 

最 小 1.62 1140 

Fig.31 デッキ甲板の強度試験方法と結果

5 おわりに

山梨県産のスギ柱材を利用して土木・建築用製品に共

通して利用できる汎用性の高い部材の開発を行い、 テー

フ宇ル・ ベンチ、 藤棚、 進入防止柵、転落防止柵、 ユニッ

ト式デッキの一部分、落ち葉入れなどが試作できた。 こ

れの部材を用いることによって、 いろいろな土木・建築

用製品を製作することが可能であることが実証できた。
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6 製品寸法および部材表
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Fig.36 進入防止柵の製品寸法
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Fig.37 進入防止柵の部材表
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山梨県産スギ柱材を利用した土木・建築用製品の部材開発 (三枝 ほか)
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Fig.38 転落防止柵の製品寸法
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Fig.39 転落防止柵の部材表
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Fig.41 ユニット式デッキの部材表
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Fig.42 落ち葉入れの製品寸法
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備 考 ②部材C、 D、 E、 Fはこの製品箇有の加工務紙、 部材Hこの製品圃膏のもの

③柱材(1幅四xl050冊均，)を使用して鍾作する場合21本必要

Fig.43 落ち葉入れの部材表
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